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近
世
に
お
け
る
「
忍
者
」
の
成
立
と
系
譜
吉
丸
雄
哉
は
じ
め
に
「
忍
び
」
と
「
忍
者
」
の
用
例
『
武
家
名
目
抄
』
の
定
義
軍
記
の
な
か
の
「
忍
び
の
者
」
「
忍
び
の
者
」
か
ら
「
忍
者
」
へ
忍
術
『
伽
婢
子
』「
飛
加
藤
」
と
『
五
朝
小
説
』「
崑
崙
奴
」
『
伽
婢
子
』
巻
十
の
四
「
窃
の
術
」
と
「
田
膨
郎
」
「
忍
者
」
の
誕
生
受
け
継
が
れ
る
構
成
と
『
新
可
笑
記
』
五
の
一
「
鑓
を
引
鼠
の
ゆ
く
ゑ
」
『
賊ぞつ
禁きん
秘ひ
誠せい
談だん
』
と
「
忍
者
」
説
話
の
完
成
『
新
武
者
物
語
』
の
木
村
常
陸
介
『
明
良
洪
範
』
の
木
村
常
陸
介
『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
石
川
五
右
衛
門
虚
像
か
ら
実
像
へ
｜
甲
賀
古
士
の
記
録
｜
島
原
の
乱
と
甲
賀
古
士
兵
糧
の
強
奪
と
「
忍
者
」
像
お
わ
り
に
虚
像
と
し
て
の
忍
者
は
、
忍
術
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
登
場
す
る
忍
者
の
話
は
一
定
の
型
を
持
つ
。
浅
井
了
意
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六
年
一
六
六
六
）
刊
）
は
「
飛
加
藤
」
と
「
窃
しのび
の
術
」
の
二
つ
の
忍
者
の
話
を
収
め
る
。
該
話
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
『
五
朝
小
説
』
の
構
成
を
参
考
に
し
た
が
、
原
話
に
出
て
く
る
剣
侠
の
か
わ
り
に
、
超
人
的
な
忍
術
を
使
う
忍
者
を
登
場
さ
せ
た
。「
超
人
的
な
忍
術
を
駆
使
し
て
忍
者
が
大
事
な
も
の
を
奪
う
た
め
に
潜
入
す
る
」
と
い
う
構
成
の
話
の
嚆
矢
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
こ
の
話
の
型
は
井
原
西
鶴
『
新
可
笑
記
』
な
ど
に
継
承
さ
れ
『
賊
禁
秘
誠
談
』
で
一
定
の
完
成
を
見
た
。
こ
の
形
式
の
話
は
広
く
膾
炙
し
、
史
実
を
述
べ
る
こ
と
が
前
提
の
由
緒
書
に
記
さ
れ
た
忍
者
像
に
も
そ
の
影
響
が
見
え
る
。
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は
じ
め
に
忍
者
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
史
的
な
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
歴
史
研
究
と
し
て
、
主
に
行
わ
れ
て
き
た
。
歴
史
研
究
で
は
、
小
説
や
芸
能
に
登
場
す
る
忍
者
は
、
虚
像
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
実
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
、
忍
者
の
実
像
を
究
明
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。
一
方
、
我
々
は
も
と
よ
り
江
戸
時
代
の
人
々
で
す
ら
、
忍
者
を
直
接
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
虚
像
に
基
づ
い
た
把
握
を
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
忍
者
の
虚
像
を
考
究
す
る
こ
と
も
、
実
像
を
解
明
す
る
こ
と
同
様
に
意
義
深
い
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
、
虚
像
と
し
て
の
忍
者
に
着
目
し
、
忍
者
像
の
成
立
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
次
第
で
あ
る
。
「
忍
び
」
と
「
忍
者
」
の
用
例
本
題
に
入
る
前
に
「
忍
び
」「
忍
び
の
者
」「
忍
者
」
な
ど
基
本
的
な
語
の
用
例
や
意
味
を
確
認
し
た
い
。
今
は
「
忍
者
」
と
書
い
て
「
に
ん
じ
ゃ
」
と
読
む
の
が
一
般
的
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
「
に
ん
じ
ゃ
」
と
い
う
呼
称
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。「
し
の
び
」
「
し
の
び
の
も
の
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
漢
字
を
あ
て
る
場
合
、「
忍
」「
忍
び
」
あ
る
い
は
「
忍
び
の
者
」
が
多
い
。
易
林
本
『
節
用
集
』（
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
刊
）
が
「
盗
し
の
び
」
と
す
る
。
『
軍
法
侍
用
集
』（
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊
）
や
『
伽
婢
子
』
（
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
巻
七
の
三
）
が
「
盗
し
の
び
」、
同
十
の
四
に
「
しのび」
の
用
字
で
あ
る
。「
」
と
「
窃
」
が
同
字
で
、
翻
刻
の
場
合
「
窃
」
に
お
き
か
え
る
こ
と
が
多
い
。
と
も
に
「
こ
っ
そ
り
ぬ
す
む
」
の
意
が
あ
る
。
漢
語
で
は
「
忍
者
」
の
二
字
は
古
来
な
く
、
間
諜
を
つ
か
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
間
諜
は
今
で
い
う
ス
パ
イ
で
あ
り
、
忍
者
と
意
味
が
す
べ
て
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
游
偵
」
を
「
し
の
び
の
も
の
」
と
読
ま
せ
る
。「
游
偵
」
の
字
は
『
正
字
通
』
（
明
末
成
）
な
ど
に
見
え
る
。
岸
本
斉
史
『
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
』（
中
国
名
火
影
忍
者
）
な
ど
の
日
本
の
忍
者
ア
ニ
メ
・
漫
画
を
知
ら
な
い
、
中
国
の
四
十
歳
以
上
の
世
代
は
、「
忍
者
」
の
字
だ
け
で
は
日
本
語
で
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い
。
漢
語
の
「
忍
」
が
「
気
持
ち
を
抑
え
る
。
我
慢
す
る
。
耐
え
忍
ぶ
」
と
い
う
意
味
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
和
語
で
あ
る
「
し
の
ぶ
」
に
は
「
動
作
を
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
。
隠
れ
た
り
し
て
人
目
を
避
け
る
」（
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
）
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る１
）
。「
し
の
び
」
の
「
忍
」
の
字
に
は
厳
し
い
修
行
に
耐
え
た
り
、
上
司
・
主
君
の
命
令
を
我
慢
し
て
き
く
と
い
う
意
味
合
い
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
ひ
そ
か
に
侵
入
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
、
つ
ま
り
和
語
と
し
て
の
「
し
の
び
」
が
、「
忍
び
」
の
核
心
的
な
意
味
合
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
忍
者
」
の
用
例
は
「
忍
び
」
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
。『
万
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川
集
海
』（
写
本
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
成
）・『
武
用
弁
略
』
巻
二
（
貞
享
元
年
（
一
六
五
四
）
刊
）・『
近
江
輿
地
志
略
』（
写
本
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
成
）・『
武
家
名
目
抄
』
第
二
（
写
本
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
成
）
に
「
忍
者
」
の
字
を
み
る
。
だ
が
、
『
近
江
輿
地
志
略
』
や
『
武
用
弁
略
』
が
「
忍
者
」
に
「
し
の
び
の
も
の
」
と
ル
ビ
を
振
る
よ
う
に
、「
忍にん
者じや
」
で
は
な
く
あ
く
ま
で
「
忍しのび
者のもの」
で
あ
っ
た
。
大
正
の
立
川
文
庫
で
も
『
真
田
三
勇
士
忍
術
名
人
猿
飛
佐
助
』（
立
川
文
明
堂
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
刊
）
で
あ
っ
て
、「
忍にん
者じや
」
で
は
な
い
。
「
忍
者
」
と
い
う
名
称
が
定
着
し
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
も
歴
史
的
に
実
在
し
た
「
忍
び
の
者
」
と
、
虚
像
で
あ
る
「
忍
者
」
と
、
名
称
を
わ
け
る
の
は
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
本
稿
は
明
瞭
な
解
説
の
た
め
に
、
歴
史
的
な
忍
者
、
す
な
わ
ち
実
像
と
し
て
の
忍
者
を
「
忍
び
の
者
」
と
呼
び
、
文
芸
・
芸
能
な
ど
に
登
場
す
る
虚
像
と
し
て
の
忍
者
の
み
を
「
忍
者
」
と
表
記
し
（
読
む
場
合
は
「
に
ん
じ
ゃ
」）、
区
別
し
て
用
い
る
。
『
武
家
名
目
抄
』
の
定
義
『
武
家
名
目
抄
』
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
塙
保
己
一
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
武
家
故
実
書
で
あ
る
。『
武
家
名
目
抄
』
第
二
「
職
名
部
三
十
四
下
」
は
「
忍
者
」
に
関
す
る
用
例
を
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
か
ら
集
め
て
い
る
。「
忍
び
の
者
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
り
、
そ
れ
を
記
す２
）
。
按
忍
者
は
い
は
ゆ
る
間
諜
な
り
、
故
に
或
は
間
者
と
い
ひ
又
諜
者
と
よ
ふ
。
さ
て
其
役
す
る
所
は
他
邦
に
潜
行
し
て
敵
の
形
勢
を
察
し
或
は
仮
に
敵
中
に
随
従
し
て
間
𨻶
を
窺
ひ
其
余
敵
城
に
入
て
火
を
放
ち
又
刺
客
と
な
り
て
人
を
殺
す
な
と
や
う
の
事
大
か
た
こ
の
忍
が
い
た
す
所
な
り
。
物
聞
忍
目
付
な
ど
い
ふ
も
多
く
は
こ
れ
が
所
役
の
一
端
な
る
べ
し
。
も
と
よ
り
正
し
き
識
掌
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
人
の
し
な
定
ま
れ
る
こ
と
も
な
し
。
庶
士
の
列
な
る
も
あ
り
、
足
軽
同
心
又
は
乱
波
透
波
程
の
者
も
あ
り
と
み
ゆ
。
京
師
に
近
き
所
に
て
は
伊
賀
国
又
は
江
州
甲
賀
の
地
は
地
侍
多
き
所
な
り
け
れ
は
、
応
仁
以
後
に
は
各
党
を
た
て
ゝ
日
夜
戦
争
を
事
と
し
、
窃
賊
強
盗
を
も
な
せ
し
よ
り
お
の
づ
か
ら
間
諜
の
術
に
長
ず
る
も
の
多
く
い
で
き
し
か
ば
、
大
名
諸
家
彼
地
侍
を
や
し
な
い
置
て
。
忍
の
役
に
従
は
し
む
る
事
の
常
と
な
り
て
よ
り
、
伊
賀
者
甲
賀
者
と
よ
ば
る
ゝ
も
の
諸
国
に
ひ
ろ
ご
り
ぬ
。
江
戸
後
期
の
編
纂
で
あ
り
、
多
く
の
史
書
に
見
ら
れ
る
忍
者
の
特
徴
を
、
簡
潔
な
が
ら
く
ま
な
く
叙
述
し
て
い
る
。
『
武
家
名
目
抄
』
は
、「
忍
び
の
者
」
の
活
動
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
。
ひ
と
つ
は
敵
地
に
侵
入
し
て
行
う
偵
察
・
情
報
収
集
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
偵
察
あ
る
い
は
敵
陣
・
敵
城
に
侵
入
し
て
行
う
放
火
・
暗
殺
で
あ
る
。
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軍
記
の
な
か
の
「
忍
び
の
者
」
「
忍
び
の
者
」
の
、
日
本
史
に
お
け
る
活
躍
は
軍
記
や
史
書
に
見
え
る
。
古
く
は
聖
徳
太
子
や
天
武
天
皇
が
用
間
を
用
い
た
こ
と
か
ら
「
忍
び
の
者
」
を
語
る
本
も
あ
る
が３
）
、『
武
家
名
目
抄
』
は
『
太
平
記
』
か
ら
用
例
を
始
め
て
お
り
、
実
質
的
に
は
南
北
朝
時
代
か
ら
歴
史
に
現
れ
た
と
い
え
る
。『
太
平
記
』
巻
二
十
「
八
幡
炎
上
の
事
」
に
、
高
師
直
が
石
清
水
八
幡
宮
に
い
る
敵
兵
に
む
か
っ
て
「
或ある
夜よ
の
雨
風
の
紛まぎれに
、
逸いち
物もつ
の
忍しのびを
八や
幡はた
山
へ
入
れ
て
、
神
殿
に
火
を
ぞ
懸かけ
た
り
け
る
」
と
記
す
の
が
、「
忍
び
の
者
」
が
軍
事
行
動
で
活
躍
し
た
早
い
例
だ
ろ
う
（
流
布
本
を
底
本
と
し
た
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
二
』
よ
り
引
用
。
頁
）。
あ
る
大
名
の
家
臣
が
命
じ
ら
れ
て
、「
忍
び
の
者
」
の
活
動
を
行
う
場
合
が
あ
る
。『
常
山
紀
談
』（
元
文
四
年
刊
）
巻
四
の
三
十
二
「
摂
津
国
花
隈
城
落
る
事
」
で
、
森
寺
政
右
衛
門
は
「
城
中
に
忍
入
、
よ
く
見
来
れ
」
と
命
じ
ら
れ
、
搦
手
の
水
道
よ
り
城
内
に
忍
び
入
り
、
ま
た
水
道
か
ら
戻
っ
て
城
内
の
様
子
を
報
告
す
る
。
行
動
は
「
忍
び
の
者
」
の
ふ
る
ま
い
だ
が
、
森
寺
政
右
衛
門
は
武
将
で
あ
っ
て
、
忍
び
と
も
忍
者
と
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
お
こ
る
合
戦
で
手
柄
を
立
て
た
ほ
か
、
山
崎
の
合
戦
で
は
武
功
を
立
て
秀
吉
か
ら
羽
織
を
も
ら
っ
て
い
る
（
巻
六
の
二
「
森
寺
政
右
衛
門
武
名
の
事４
）
」）。
傭
兵
と
し
て
「
忍
び
の
者
」
の
役
割
を
遂
行
し
た
存
在
と
し
て
、
『
武
家
名
目
抄
』
は
伊
賀
者
甲
賀
者
を
あ
げ
る
。『
浅
井
三
代
記
』
巻
十
で
は
籠
城
す
る
兵
が
少
な
い
と
み
て
「
伊
賀
の
し
の
ひ
の
者
を
頼
候
処
に
相
た
の
ま
れ
申
す
べ
く
に
事
決
定
仕
候
て
、
太
尾
の
城
に
火
を
か
け
申
す
べ
し
と
契
約
仕
候
」
と
伊
賀
者
を
雇
う５
）
。『
北
条
五
代
記
』
巻
九
（
万
治
版
本
を
底
本
と
す
る
）
は
、
関
東
の
「
乱らつ
波は
」
と
い
う
「
忍
び
の
者
」
を
大
名
た
ち
が
「
扶
持
し
給
ひ
ぬ
」
と
記
す６
）
。
『
武
家
名
目
抄
』
は
「
忍
者
・
間
者
・
諜
者
」
と
「
透
波
・
乱
波
・
突
波
」
を
別
項
に
す
る
が
、
身
分
の
違
い
の
た
め
で
あ
り
、
そ
の
行
動
に
違
い
は
な
い
。『
常
山
紀
談
』
巻
二
の
六
「
武
田
信
玄
忍
び
の
者
を
討
た
れ
し
事
」
で
信
玄
に
そ
む
い
て
山
小
屋
に
立
て
こ
も
っ
た
者
た
ち
は
「
し
の
び
の
者
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
雇
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
北
条
五
代
記
』
巻
九
で
は
「
他
国
へ
忍
ひ
入
り
山
賊
海
賊
夜
討
強
盗
し
て
物
取
事
が
上
手
な
り
」
と
し
て
「
盗
人
」
同
然
に
み
て
い
る
。
「
忍
び
の
者
」
か
ら
「
忍
者
」
へ
こ
の
よ
う
に
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
大
い
に
活
躍
し
た
「
忍
び
の
者
」
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
伝
承
や
文
芸
・
芸
能
の
な
か
だ
け
の
存
在
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
忍
び
の
者
」
は
実
像
を
失
い
、
虚
像
へ
と
変
容
す
る
。
そ
の
虚
像
が
、
本
稿
で
い
う
「
忍
者
」
で
あ
る
。
「
忍
者
」
は
天
狗
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
よ
く
実
態
が
わ
か
ら
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ず
、
実
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
そ
れ
を
見
た
（
と
信
じ
て
い
る
）
人
間
は
少
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
外
見
的
な
特
徴
や
性
格
、
あ
る
い
は
よ
く
と
る
行
動
な
ど
は
、
誰
も
が
説
明
で
き
る
。
伝
承
や
文
芸
・
芸
能
に
よ
り
、
世
間
共
通
の
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
虚
像
と
し
て
の
「
忍
者
」
は
次
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く
。
事
実
の
伝
承
を
も
と
に
あ
る
特
徴
的
な
、
人
の
関
心
を
ひ
く
「
忍
び
の
者
」
の
話
が
記
さ
れ
る
。
い
っ
た
ん
登
場
す
る
と
、
そ
れ
が
ひ
な
形
と
な
り
、
似
た
構
成
の
話
が
続
け
て
生
み
出
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
世
間
共
通
の
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、「
忍
び
の
者
」
と
は
違
う
「
忍
者
」
像
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
。
天
狗
は
い
な
い
に
も
か
か
わ
ず
、
昔
話
あ
る
い
は
自
分
が
実
際
に
見
た
話
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
、
だ
れ
も
が
天
狗
と
い
え
ば
、
共
通
の
姿
を
想
像
で
き
る
の
と
同
じ
こ
と
が
お
き
る
。
そ
の
よ
う
な
段
階
で
は
、
実
態
の
あ
る
「
忍
び
の
者
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
際
に
は
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
虚
像
で
あ
る
「
忍
者
」
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
の
虚
像
と
な
っ
た
「
忍
者
」
は
、「
忍
び
の
者
」
が
行
う
諜
報
活
動
・
破
壊
活
動
・
窃
盗
な
ど
を
た
だ
行
う
だ
け
で
は
な
い
。
修
行
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
た
超
人
的
な
忍
術
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
忍
術
「
忍
者
」
は
忍
術
を
使
う
か
ら
こ
そ
「
忍
者
」
で
あ
る
。「
忍
び
の
者
」
は
忍
術
を
身
に
つ
け
て
い
な
く
て
も
良
い
。
忍
術
を
身
に
つ
け
て
お
ら
ず
、
単
に
忍
び
装
束
を
着
て
夜
盗
を
行
う
も
の
は
、「
忍
び
の
者
」
の
範
疇
で
あ
っ
て
も
「
忍
者
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。
忍
術
は
「
忍
者
」
が
使
う
超
人
的
な
技
術
と
本
稿
で
は
定
義
す
る
。
忍
術
は
、
人
間
の
能
力
を
拡
張
し
た
超
人
的
な
体
術
と
、
超
自
然
的
な
変
化
の
術
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
暗
闇
で
目
が
見
え
る
（『
武
道
張
合
大
鑑
』
巻
二
の
三
、『
甲
子
夜
話
』
巻
二
十
七
）、
遠
距
離
へ
の
早
駆
（『
伽
婢
子
』
巻
十
の
四
）、
塀
を
飛
び
越
え
る
（『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
、
小
川
渉
『
し
ぐ
れ
草
紙
』）、
遠
く
ま
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
（『
明
良
洪
範
』
続
編
巻
十
五
）
な
ど
で
あ
る
。
後
者
は
鼠
な
ど
の
動
物
に
変
化
し
た
り
（『
新
可
笑
記
』
巻
五
の
一
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
人
倫
部
「
游
偵
」）、
姿
を
消
し
た
り
（『
甲
子
夜
話
』
巻
五
十
五
）、
ま
ぼ
ろ
し
を
見
せ
る
（『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
、
『
甲
子
夜
話
』
巻
五
十
五
）
と
い
っ
た
行
為
で
あ
る
。
後
者
の
超
自
然
的
な
忍
術
は
妖
術
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
佐
藤
至
子
『
妖
術
使
い
の
物
語
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
21
）
が
詳
し
く
、
こ
の
分
野
の
必
読
書
で
あ
る
。
軍
事
行
動
が
遂
行
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
「
忍
び
の
者
」
だ
が
、
そ
れ
が
文
芸
・
芸
能
あ
る
い
は
伝
承
に
残
る
た
め
に
は
、
特
異
な
能
力
を
身
に
着
け
て
い
る
「
忍
者
」
で
108
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
『
伽
婢
子
』「
飛
加
藤
」
と
『
五
朝
小
説
』「
崑
崙
奴
」
虚
像
と
し
て
の
「
忍
者
」
を
描
く
説
話
は
い
く
つ
か
の
型
を
も
つ
。
そ
の
一
つ
は
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
成
立
し
た
も
の
で
、
「
忍
者
が
忍
術
を
用
い
て
し
の
び
い
り
、
宝
物
を
盗
ん
で
戻
っ
て
く
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
祖
型
は
浅
井
了
意
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六
年
（
一
六
六
一
）
刊
）
巻
七
の
三
「
飛
加
藤
」
と
巻
十
の
四
「
窃
しのび
の
術
」
で
あ
る
。『
伽
婢
子
』
は
『
五
朝
小
説
』
を
典
拠
と
し
た
話
が
多
数
あ
り７
）
、
こ
の
二
つ
に
も
「
崑
崙
奴
」
と
「
田
膨
郎
」
の
二
つ
が
典
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る８
）
。
な
お
「
崑
崙
奴
」
は
伊
丹
椿
山
『
今
古
奇
談
翁
草
』（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
）
巻
三
「
崑
崙
兵
衛
」
に
も
翻
案
さ
れ
た９
）
。
近
代
で
は
川
端
康
成
が
翻
訳
し
て
い
る10
）
。
飛
加
藤
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』（
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
）
に
登
場
し
て
お
り
、
尺
八
を
か
か
え
て
い
か
な
る
堀
塀
を
越
す
人
物
と
し
て
記
さ
れ
る
。「
飛
加
藤
」
の
登
場
す
る
『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
は
次
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
１
、
越
後
の
上
杉
謙
信
の
も
と
に
名
高
い
窃
盗
し
の
び
「
飛
加
藤
」
が
来
る
。
２
、
加
藤
は
牛
を
飲
む
幻
術
を
見
破
っ
た
者
を
術
に
か
け
て
殺
す
。
３
、
一
尺
の
刀
持
っ
て
ど
の
塀
も
越
す
の
で
飛
加
藤
と
い
う
。
４
、
謙
信
は
加
藤
に
家
臣
の
家
か
ら
長
刀
を
と
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
る
。
５
、
加
藤
は
犬
を
毒
の
焼
飯
で
殺
す
。
６
、
加
藤
は
長
刀
の
ほ
か
、
女
の
童
を
背
負
っ
て
帰
る
。
７
、
謙
信
は
加
藤
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
加
藤
は
人
形
を
つ
か
っ
た
幻
術
で
逃
げ
る
。
８
、
武
田
信
玄
の
も
と
に
行
く
が
そ
こ
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
話
の
う
ち
「
２
、
牛
を
飲
む
幻
術
を
見
破
っ
た
者
を
術
に
か
け
て
殺
す
」
項
は
『
平
妖
伝
』（
夢
竜
作
、
明
末
成
）
巻
二
十
九
に
似
て
お
り
、「
７
、
謙
信
は
加
藤
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
人
形
を
つ
か
っ
た
幻
術
で
逃
げ
る
」
項
は
『
平
妖
伝
』
二
十
一
の
話
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
と
は
別
に
２
項
に
関
し
て
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伽
婢
子
』
は
『
五
雑
組
』
六
（
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
刊
）
に
類
話
を
見
る11
）
。
２
項
は
『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』
に
も
類
話
が
あ
る
。『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』
巻
九
の
十
三
は
「
ま
い
す
者
嫌
ふ
三
ケ
条
之
事
」
と
し
て
三
つ
の
話
を
載
せ
る
。「
第
一
」
に
信
玄
の
も
と
に
来
た
「
と
び
加
藤
」
が
「
尺
八
一
つ
を
持
て
は
何
た
る
堀
塀
を
も
飛
越
し
出
入
す
る
」
こ
と
を
記
す
。「
第
二
」
に
謙
信
の
も
と
に
来
た
あ
る
者
が
牛
を
呑
む
幻
術
を
見
せ
る
が
見
破
ら
れ
た
の
で
夕
顔
の
幻
術
を
み
せ
て
先
の
術
を
見
破
っ
た
男
の
首
を
と
る
話
を
載
せ
る
。
こ
こ
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幻
術
を
使
う
男
は
飛
加
藤
と
は
別
人
で
あ
る
。「
第
三
」
が
信
長
の
も
と
に
き
た
「
男
坊
主
の
ま
い
す
者
」
の
話
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
節
題
の
よ
う
に
「
ま
い
す
者
」＝
「
売
僧
者
」
の
話
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、「
第
一
」
の
「
と
び
加
藤
」
も
「
第
二
」
の
「
牛
を
呑
術
を
仕
る
者
」
も
「
忍
び
」「
忍
び
の
者
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
一
方
、
浅
井
了
意
が
参
考
に
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
五
朝
小
説
』「
崑
崙
奴
」
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
１
、
唐
の
大
暦
中
に
崔
生
と
い
う
も
の
が
い
た
。
２
、
崔
生
は
父
の
使
い
で
い
っ
た
一
品
大
臣
の
歌
姫
と
親
し
く
な
り
、
歌
姫
は
帰
り
際
に
指
で
な
ぞ
か
け
を
す
る
。
３
、
崔
生
の
家
の
崑
崙
の
磨
勒
は
そ
の
謎
を
解
く
。
４
、
崔
生
と
磨
勒
は
と
も
に
大
臣
の
家
に
行
き
、
磨
勒
は
犬
を
毒
で
殺
す
。
５
、
歌
姫
と
崔
生
は
再
会
し
、
磨
勒
の
力
の
お
か
げ
だ
と
知
っ
た
歌
姫
は
磨
勒
に
連
れ
出
す
よ
う
頼
む
。
６
、
磨
勒
は
歌
姫
を
背
負
っ
て
連
れ
出
し
、
歌
姫
は
崔
生
の
家
で
暮
ら
す
。
７
、
大
臣
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
れ
、
捕
ま
り
そ
う
に
な
る
と
磨
勒
は
首
を
手
に
高
垣
を
飛
び
越
え
、
矢
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
消
え
る
。
８
、
磨
勒
は
十
余
年
後
に
見
た
人
が
い
た
が
磨
勒
は
以
前
と
同
じ
姿
だ
っ
た
。
細
部
に
違
い
は
あ
る
が
「
超
人
的
な
術
を
使
っ
て
忍
び
こ
み
、
大
事
な
も
の
を
奪
取
す
る
」
と
い
う
構
成
は
同
じ
で
あ
る
。
軍
事
行
動
と
は
関
係
の
な
い
場
面
で
、「
忍
者
」
が
忍
術
を
つ
か
っ
て
大
事
な
も
の
を
奪
お
う
と
す
る
話
型
が
生
じ
た
。
『
伽
婢
子
』
巻
十
の
四
「
窃
の
術
」
と
「
田
膨
郎
」
次
に
『
伽
婢
子
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
「
忍
者
」
が
登
場
す
る
話
し
で
あ
る
巻
十
の
四
「
窃
の
術
」
を
見
て
い
く
。
梗
概
は
次
の
通
り
。
１
、
武
田
信
玄
は
今
川
氏
真
か
ら
重
宝
の
定
家
の
古
今
集
を
奪
い
、
寝
所
に
か
け
る
。
２
、
あ
る
夜
古
今
集
だ
け
が
失
わ
れ
、
信
玄
は
家
臣
ら
を
厳
し
く
詮
索
す
る
。
３
、
飯
富
兵
部
の
下
人
に
熊
若
と
い
う
者
が
い
た
。
４
、
熊
若
は
飯
富
が
忘
れ
た
旗
竿
を
信
州
の
陣
か
ら
甲
府
ま
で
短
い
時
間
で
取
っ
て
帰
る
。
５
、
手
形
が
な
い
の
で
、
垣
根
を
こ
え
、
忍
び
入
っ
て
取
っ
て
き
た
と
い
う
。
６
、
飯
富
は
先
日
の
古
今
集
の
紛
失
が
熊
若
の
仕
業
と
疑
い
、
詮
議
す
る
。
７
、
熊
若
は
疑
い
を
晴
ら
す
と
決
め
、
割
が
峠
で
疾
風
の
よ
う
に
行
く
者
を
捕
え
る
。
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８
、
信
玄
の
命
を
狙
う
上
州
箕
輪
城
主
長
野
家
に
つ
か
え
る
「
窃しのび」
で
、
も
と
は
小
田
原
風
間
の
弟
子
だ
っ
た
。
熊
若
は
「
窃しのび」
を
殺
す
が
古
今
集
は
売
ら
れ
た
後
だ
っ
た
。
９
、
熊
若
は
い
と
ま
を
も
ら
い
、
九
州
へ
下
る
。
こ
の
話
は
『
伽
婢
子
』「
飛
加
藤
」
と
同
じ
構
成
が
部
分
的
に
み
え
る
。
次
に
、
こ
の
話
の
も
と
と
な
っ
た
『
五
朝
小
説
』「
田
膨
郎
」
の
梗
概
を
記
す
。
１
、
唐
の
文
宗
は
白
玉
の
枕
を
宝
と
し
て
い
た
が
、
あ
る
朝
に
わ
か
に
枕
が
な
く
な
っ
た
。
２
、
城
下
の
人
々
を
た
く
さ
ん
拘
束
す
る
が
犯
人
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
３
、
将
軍
王
敬
弘
は
小
僕
を
養
っ
て
い
た
。
４
、
小
僕
は
三
十
里
を
短
時
間
で
往
復
し
て
、
遠
征
の
宴
に
足
り
な
い
楽
器
を
と
っ
て
く
る
。
５
、
王
敬
弘
は
小
僕
を
疑
い
問
い
詰
め
る
と
、
犯
人
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
。
６
、
犯
人
は
田
膨
郎
で
あ
り
、
小
僕
は
こ
れ
を
捕
ま
え
る
と
い
う
。
７
、
田
膨
郎
が
門
を
入
ろ
う
と
す
る
と
き
、
小
僕
は
足
を
撃
ち
、
こ
れ
を
捕
え
る
。
８
、
田
膨
郎
は
任
侠
の
一
派
で
あ
っ
て
、
窃
盗
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
９
、
小
僕
は
故
郷
の
蜀
川
に
帰
る
。
ど
ち
ら
も
、
超
人
的
な
体
術
に
よ
り
、
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
大
事
な
も
の
を
取
っ
て
く
る
と
い
う
基
本
の
構
成
が
一
致
す
る
。
『
伽
婢
子
』「
飛
加
藤
」
に
は
、
使
う
術
に
『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』
と
い
う
日
本
の
書
物
の
影
響
が
あ
っ
た
の
に
比
べ
、『
伽
婢
子
』
「
窃
の
術
」
は
、
術
の
面
で
『
五
朝
小
説
』「
田
膨
郎
」
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、『
北
越
軍
談
』
巻
十
七
（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
成
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
刊
）
に
「
鳶
加
藤
」
の
伝
記
が
あ
る
（
戦
国
史
料
叢
書
８
井
上
鋭
夫
校
注
『
上
杉
史
料
集
上
』
人
物
往
来
社
、
昭
和
41
。
〜
頁
）
が
、
こ
れ
は
『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
と
巻
十
の
四
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
細
部
の
情
報
を
書
き
足
し
、
内
容
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。『
北
越
軍
談
』
で
は
古
今
集
を
盗
ん
だ
こ
と
も
「
鳶
加
藤
」
の
し
わ
ざ
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
事
実
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
も
「
忍
者
」
説
話
の
系
譜
に
の
る
も
の
と
い
え
る
。
「
忍
者
」
の
誕
生
『
伽
婢
子
』
の
二
話
で
は
、
中
国
で
す
で
に
成
立
し
て
い
た
「
忍
者
」
像
（
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
）
が
直
接
移
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
崑
崙
奴
」「
田
膨
郎
」
は
『
五
朝
小
説
』
の
な
か
の
「
剣
侠
伝
」
111 近世における「忍者」の成立と系譜
の
部
に
お
さ
め
ら
れ
、
と
も
に
「
侠
」
を
扱
っ
て
い
る
。「
侠
」
と
は
、「
人
間
離
れ
し
た
体
術
を
つ
か
う
超
人
」
で
あ
る
。
今
で
も
『
射
英
雄
伝
』『
笑
傲
江
湖
』
と
い
っ
た
金
庸
の
小
説
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に
は
、
剣
侠
は
い
な
い
の
で
、
置
き
換
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
物
を
と
る
（
盗
る
）」
と
い
う
話
の
構
成
に
は
め
こ
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
「
窃
」
の
字
も
あ
て
は
ま
る
「
忍
び
の
者
」
が
選
ば
れ
た
。
「
飛
加
藤
」
の
場
合
、『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』
に
み
え
る
超
人
的
な
体
術
や
幻
術
を
つ
か
う
「
ま
い
す
者
」
が
当
て
は
め
ら
れ
、
そ
れ
を
「
窃
盗
し
の
び
」（「
忍
び
の
者
」）
だ
と
了
意
が
言
い
切
っ
た
こ
と
で
、
は
じ
め
て
虚
像
と
し
て
の
「
忍
者
」
が
生
じ
た
と
い
え
る
。
剣
侠
あ
る
い
は
『
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
要
本
』
で
の
不
思
議
な
術
が
忍
術
と
な
り
、「
忍
び
の
者
」
と
切
り
離
せ
な
く
な
っ
た
瞬
間
に
「
飛
加
藤
」
と
い
う
「
忍
者
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。「
忍
び
の
者
」
と
「
忍
者
」
と
の
差
異
は
忍
術
の
有
無
に
あ
る
。「
忍
者
」
に
は
忍
術
が
不
可
欠
で
あ
る
。
忍
術
が
目
立
つ
「
忍
者
」
説
話
が
『
伽
婢
子
』
「
飛
加
藤
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
「
剣
侠
」
と
「
忍
者
」
だ
が
、
と
も
に
超
人
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
中
国
小
説
の
剣
侠
た
ち
は
弱
者
を
助
け
、
正
義
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
の
に
対
し
て
、「
忍
び
の
者
」
そ
し
て
「
忍
者
」
は
、
基
本
的
に
後
ろ
暗
い
行
い
を
す
る
存
在
で
あ
る
。
田
膨
郎
が
窃
盗
で
は
な
い
と
『
五
朝
小
説
』「
田
膨
郎
」
は
記
す
が
、『
伽
婢
子
』
の
飛
加
藤
は
「
窃
盗
し
の
び
」
で
あ
り
、
巻
十
の
四
は
「
窃
の
術
」
が
章
題
と
な
る
。
「
超
人
的
な
術
を
つ
か
い
大
事
な
も
の
を
と
っ
て
戻
っ
て
く
る
」
と
い
う
構
成
が
、
剣
侠
伝
の
「
崑
崙
奴
」「
田
膨
郎
」
か
ら
『
伽
婢
子
』
に
移
入
さ
れ
、「
剣
侠
」
と
は
性
格
の
違
う
「
忍
者
」
が
主
役
と
な
る
。
そ
の
『
伽
婢
子
』
の
構
成
を
真
似
た
「
忍
者
」
の
作
品
が
続
け
て
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
「
超
人
的
な
忍
術
を
つ
か
っ
て
大
事
な
も
の
を
盗
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
「
忍
者
」
の
定
番
と
な
る
。
も
し
浅
井
了
意
が
『
伽
婢
子
』
に
、
剣
侠
の
名
称
を
つ
か
い
、
剣
侠
そ
の
ま
ま
の
性
格
の
超
人
を
登
場
さ
せ
て
い
れ
ば
、「
忍
者
」
像
も
今
ほ
ど
忍
術
が
強
調
さ
れ
ず
、
中
国
の
間
諜
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
現
実
的
な
姿
が
イ
メ
ー
ジ
の
定
番
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
受
け
継
が
れ
る
構
成
と
『
新
可
笑
記
』
五
の
一
「
鑓
を
引
鼠
の
ゆ
く
ゑ
」
以
下
、「
超
人
的
な
忍
術
を
つ
か
っ
て
大
事
な
も
の
を
盗
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
「
忍
者
」
説
話
の
系
譜
を
た
ど
る
。
井
原
西
鶴
『
新
可
笑
記
』（
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
刊
）
五
の
一
「
鑓
を
引
鼠
の
ゆ
く
ゑ
」
も
、『
伽
婢
子
』
の
「
飛
加
藤
」
と
「
窃
の
術
」
の
構
成
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
。『
対
訳
西
鶴
全
集
』（
訳
注
者
麻
生
磯
次
・
冨
士
昭
雄
）
が
、『
新
可
笑
記
』
五
の
一
が
『
伽
婢
子
』
112
巻
七
の
三
「
飛
加
藤
」
を
典
拠
と
す
る
と
断
言
す
る
（
頁
）
の
に
対
し
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
井
原
西
鶴
集
４
』（
広
嶋
進
校
注
・
訳
）
で
は
、「『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
（
冨
士
昭
雄
）
に
よ
る
か
」
と
断
定
を
さ
け
る
（
頁
）。
逐
一
見
比
べ
て
、
詞
章
の
流
用
が
な
い
た
め
に
、
原
拠
と
す
る
の
に
慎
重
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
根
本
の
構
成
は
、「『
忍
者
』
が
大
事
な
も
の
を
と
る
た
め
に
忍
術
を
つ
か
っ
て
忍
び
込
む
」
と
い
う
形
式
で
あ
り
『
伽
婢
子
』
巻
七
の
三
・
巻
十
の
四
と
『
新
可
笑
記
』
五
の
一
の
基
本
構
成
は
同
じ
で
あ
る
。『
新
可
笑
記
』
五
の
一
の
梗
概
は
次
の
通
り
、
１
、
関
東
高
名
の
家
に
忍
び
熟
練
の
侍
十
人
が
奉
公
を
申
し
込
む
。
２
、
書
院
の
兜
を
取
っ
て
こ
ら
れ
る
か
試
す
。
皆
眠
く
な
り
、
気
づ
く
と
兜
が
な
か
っ
た
。
３
、
家
老
が
あ
ら
た
め
て
試
験
を
す
る
。
鼠
が
侵
入
す
る
が
猫
は
動
か
な
い
。
家
老
が
「
我
は
猫
の
性
で
あ
る
」
と
述
べ
、
術
は
敗
れ
る
。
４
、
家
老
は
忍
び
の
者
を
召
し
抱
え
な
い
よ
う
に
い
い
、
主
君
も
そ
れ
に
従
う
。
集
団
で
の
忍
者
の
就
職
は
実
際
に
あ
る
こ
と
で
、
国
学
者
天
野
信
景
『
塩
尻
』（
写
本
、
元
禄
か
ら
享
保
の
間
に
成
）
に
「
伊
賀
同
心
二
組
四
十
騎
伊
賀
の
筒
井
家
滅
亡
の
後
に
三
州
に
来
て
奉
仕
」
と
い
っ
た
記
述
（
他
に
根
来
同
心
や
甲
賀
与
力
の
記
述
も
あ
り
）
が
あ
る
（
日
本
随
筆
大
成
三
期
の
翻
刻
参
照
）。
忍
術
は
破
れ
て
お
り
、
４
項
で
は
「
忍
者
」
を
雇
え
ば
、「
武
士
の
正
道
」
で
勝
っ
て
も
裏
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
、
武
名
が
す
た
る
と
家
老
が
述
べ
る
た
め
就
職
は
決
ま
ら
な
い12
）
。『
武
家
名
目
抄
』
に
「
も
と
よ
り
正
し
き
識
掌
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
人
の
し
な
定
ま
れ
る
こ
と
も
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
忍
び
の
者
」
は
「
正
し
い
職
掌
」
で
な
く
、
合
戦
に
そ
れ
を
つ
か
う
こ
と
も
正
し
く
な
い
と
い
う
見
方
が
こ
の
時
期
に
は
生
じ
て
い
た
。
勝
つ
こ
と
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
な
い
戦
国
時
代
の
武
士
道
が
江
戸
時
代
に
変
化
し
た
の
と
似
た
思
想
の
変
化
で
あ
り
、『
万
川
集
海
』
の
よ
う
な
忍
術
書
は
は
こ
の
よ
う
な
思
想
の
払
拭
が
執
筆
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
新
可
笑
記
』
で
は
鼠
に
変
化
す
る
。
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
人
倫
部
「
游
偵
しのびのもの」
も
動
物
の
姿
に
化
け
た
姿
が
描
か
れ
て
お
り
（
顔
を
出
し
た
着
ぐ
る
み
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）、
代
表
的
な
忍
術
に
変
化
の
術
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
賊ぞつ
禁きん
秘ひ
誠せい
談だん
』
と
「
忍
者
」
説
話
の
完
成
こ
の
構
成
の
「
忍
者
」
説
話
は
、
時
代
を
経
て
洗
練
さ
れ
、
石
川
五
右
衛
門
を
主
人
公
と
す
る
実
録
『
賊
禁
秘
誠
談
』
で
一
定
の
完
成
を
む
か
え
る
。
実
録
の
た
め
、『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
成
立
時
期
は
諸
説
あ
る
が
、
享
保
か
ら
宝
暦
の
間
に
成
立
し
た
と
本
稿
で
は
扱
う13
）
。
石
川
五
右
衛
門
は
実
在
の
人
物
だ
が
も
と
も
と
「
忍
び
の
者
」
で
は
113 近世における「忍者」の成立と系譜
な
く
単
な
る
大
泥
棒
で
あ
り
、
文
芸
・
芸
能
で
は
釜
煎
の
場
面
で
の
親
子
の
愛
情
が
見
せ
場
と
な
っ
て
い
た14
）
。『
賊
禁
秘
誠
談
』
で
は
、
石
川
五
右
衛
門
は
伊
賀
忍
者
百
地
三
太
夫
に
忍
術
を
習
っ
た
「
忍
者
」
と
し
て
描
か
れ
る
。
石
川
五
右
衛
門
は
豊
臣
秀
吉
の
寝
所
に
忍
び
込
み
、
千
鳥
の
香
炉
を
盗
む
が
、
発
覚
し
捕
ま
る
。
話
型
は
「
飛
加
藤
」
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
賊
禁
秘
誠
談
』
は
文
学
史
用
語
で
は
実
録
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
あ
る
。
公
に
上
梓
で
き
な
い
内
容
の
た
め
写
本
と
し
て
流
通
し
た
。
写
本
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
内
容
は
い
く
つ
か
系
統
が
あ
る
。『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
諸
本
に
関
し
て
は
菊
池
庸
介
の
論
文
が
あ
る
。
ま
た
本
文
に
関
し
て
も
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
を
底
本
と
す
る
菊
池
庸
介
の
翻
刻
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
話
を
す
す
め
る15
）
。
『
新
武
者
物
語
』
の
木
村
常
陸
介
『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
前
段
階
と
し
て
『
新
武
者
物
語
』（
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
刊
）
巻
七
の
十
五
「
木
村
常
陸
大
坂
の
城
に
忍
入
事
」
が
あ
る
。
そ
の
梗
概
は
次
の
通
り16
）
。
豊
臣
秀
次
の
家
臣
木
村
常
陸
介
は
、
秀
頼
出
生
後
の
秀
吉
の
寵
愛
を
見
て
、
秀
次
に
謀
反
を
進
め
る
が
秀
次
は
聞
き
入
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
三
日
間
の
い
と
ま
を
も
ら
い
、
秀
吉
の
い
る
大
坂
城
に
忍
び
込
み
、
警
護
が
厳
し
い
な
か
、
秀
次
が
か
つ
て
献
上
し
た
秀
吉
秘
蔵
の
水
差
し
の
蓋
を
と
っ
て
き
た
。
秀
次
に
見
せ
る
と
、
ま
ち
が
い
な
く
自
分
の
も
の
だ
と
感
心
し
た
。
秀
次
は
大
坂
に
水
差
し
の
蓋
の
こ
と
を
尋
ね
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
大
坂
方
で
は
、
だ
れ
か
が
間
違
っ
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
い
、
金
で
か
わ
り
を
つ
く
ら
せ
た
。
秀
次
が
罪
を
え
て
、
聚
楽
第
を
出
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
、
蓋
が
出
て
き
た
、
事
実
が
判
明
し
た
。
木
村
常
陸
介
は
大
坂
城
に
「
忍
び
入
」
る
が
「
忍
び
の
者
」
と
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
忍
術
を
つ
か
っ
て
忍
び
込
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
宝
物
を
狙
っ
て
侵
入
す
る
と
い
う
話
の
構
成
は
、『
伽
婢
子
』「
飛
加
藤
」「
窃
の
術
」
や
『
新
可
笑
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
技
能
を
秀
次
に
見
せ
る
も
の
の
、
実
行
の
目
的
は
不
明
で
あ
る
。
秀
吉
を
自
ら
が
暗
殺
可
能
で
あ
る
と
秀
次
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
提
案
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
単
純
に
、
侵
入
し
て
戻
っ
て
く
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
湯
浅
常
山
の
稿
本
『
元
禎
筆
記
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
話
が
あ
り17
）
、
常
山
が
宝
永
五
年
生
、
天
明
元
年
没
な
の
で
、
『
新
武
者
物
語
』
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
明
良
洪
範
』
の
木
村
常
陸
介
『
明
良
洪
範
』
は
江
戸
千
駄
ヶ
谷
聖
輪
寺
の
住
持
増
誉
の
著
作
で
あ
る
。
綱
吉
時
代
ま
で
を
記
し
、
増
誉
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
亡
く
な
っ
た
の
で
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
に
114
な
っ
て
刊
本
と
な
っ
た
の
で
、『
新
武
者
物
語
』
や
後
代
の
著
述
に
対
す
る
影
響
は
不
明
で
あ
る
。
木
村
常
陸
介
に
関
係
す
る
の
は
、
『
明
良
洪
範
』
続
編
巻
十
五
の
次
の
部
分
で
あ
る18
）
。
元
来
奸
智
深
き
者
故
秀
次
の
気
に
応
じ
段
々
大
身
に
成
。
後
々
は
秀
次
謀
反
の
方
人
に
て
種
々
悪
行
を
な
し
、
終
に
は
秀
吉
公
を
賊
し
奉
ら
ん
と
伏
見
の
城
へ
忍
び
入
り
し
か
共
叶
難
く
空
敷
帰
ら
ん
も
残
念
な
れ
ば
と
印
に
秀
吉
公
御
秘
蔵
せ
ら
れ
し
水
差
の
蓋
を
盗
み
取
持
帰
り
證
據
と
し
け
り
。
『
新
武
者
物
語
』
と
同
じ
く
水
差
し
の
蓋
を
盗
み
と
る
の
だ
が
、
舞
台
は
伏
見
城
で
あ
り
、
秀
吉
の
暗
殺
を
最
初
か
ら
目
的
と
す
る
。
『
新
武
者
物
語
』
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
秀
次
も
木
村
常
陸
介
も
よ
り
悪
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
石
川
五
右
衛
門
『
新
武
者
物
語
』『
明
良
洪
範
』
が
描
く
水
差
し
の
蓋
を
盗
む
話
は
、『
賊
禁
秘
誠
談
』
に
お
い
て
、
よ
り
緻
密
で
長
篇
の
物
語
の
一
部
と
な
り
、「『
忍
者
』
が
大
事
な
も
の
を
と
る
た
め
に
忍
術
を
つ
か
っ
て
忍
び
込
む
」
と
い
う
「
忍
者
」
説
話
と
し
て
も
よ
り
洗
練
さ
れ
て
、
一
定
の
完
成
を
む
か
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。
『
賊
禁
秘
誠
談
』
に
お
い
て
、
石
川
五
右
衛
門
は
伊
賀
忍
者
百
地
三
太
夫
の
門
弟
で
あ
る
。『
新
武
者
物
語
』『
明
良
洪
範
』
で
、
主
犯
で
あ
っ
た
木
村
常
陸
介
は
大
名
で
あ
り
な
が
ら
、
石
川
五
右
衛
門
の
忍
び
の
術
の
弟
子
と
設
定
さ
れ
た
（
巻
四
）。
巻
七
で
は
秀
次
が
悪
心
を
お
こ
し
た
た
め
、「
其
方
は
忍
び
の
術
を
得
た
り
と
聞
及
ぶ
。
何
卒
太
閤
の
御
寝
間
え
忍
入
、
人
不
知
害
し
奉
く
れ
よ
」
と
木
村
常
陸
介
に
秀
吉
の
殺
害
を
依
頼
す
る
。
木
村
常
陸
介
は
、
秀
吉
の
恩
を
説
き
、
秀
次
に
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
説
得
す
る
。
木
村
常
陸
介
は
か
な
り
し
ぶ
る
も
の
の
、
秀
吉
を
殺
害
し
、
天
下
が
秀
次
の
も
の
に
な
っ
た
あ
と
に
、
自
害
し
て
秀
吉
に
詫
び
る
こ
と
に
す
る
。『
新
武
者
物
語
』『
明
良
洪
範
』
に
比
べ
て
、
善
人
の
設
定
で
あ
る
。
殺
害
の
た
め
侵
入
し
た
場
面
と
そ
の
後
の
展
開
は
次
の
通
り
。
伏
見
の
御
殿
は
、
多
く
の
御
家
人
が
つ
め
、
不
寝
番
を
す
る
の
だ
が
、
木
村
は
少
し
も
お
そ
れ
ず
に
覚
え
た
術
を
も
っ
て
安
々
と
忍
び
入
る
。
い
び
き
を
か
く
太
閤
を
み
て
、「
得
た
り
」
と
木
村
は
居
間
に
入
る
が
、
枕
元
の
千
鳥
の
香
炉
が
音
を
出
す
の
で
秀
吉
は
跳
ね
起
き
「
忍
び
の
者
入
し
と
覚
え
た
り
。
者
ど
も
来
れ
」
と
太
刀
を
と
っ
て
叫
ぶ
の
で
、
木
村
は
「
仕
損
じ
た
り
」
と
草
隠
れ
の
法
を
以
て
身
を
隠
し
て
逃
れ
る
。
そ
の
ま
ま
帰
る
と
忍
び
入
ら
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
と
考
え
、
秀
次
も
知
っ
て
い
る
印
子
の
水
差
し
の
蓋
を
と
っ
て
帰
り
、
秀
次
に
見
せ
る
。
千
鳥
の
香
炉
の
術
を
と
め
な
い
と
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
し
て
、「
忍
び
の
名
人
」
で
あ
る
石
川
五
右
衛
門
に
頼
む
こ
と
を
提
案
し
認
め
ら
れ
る
。
石
川
五
右
衛
門
は
、
内
裏
の
后
を
見
る
た
め
に
、
褒
美
に
官
位
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を
約
束
し
、
ひ
き
う
け
る
。
千
鳥
の
香
炉
の
話
を
聞
く
と
蜀
江
の
錦
で
包
め
ば
音
が
で
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
秀
次
は
み
ず
か
ら
蜀
江
の
錦
で
で
き
た
陣
羽
織
を
あ
た
え
る
。
石
川
五
右
衛
門
は
伏
見
城
へ
忍
び
入
り
、
千
鳥
の
香
炉
を
蜀
江
の
錦
の
陣
羽
織
で
包
み
と
る
が
、
帰
り
に
仙
石
権
兵
衛
（
秀
久
）
の
足
の
指
を
踏
み
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
捕
ま
っ
て
し
ま
う
。
石
川
五
右
衛
門
は
秀
吉
の
殺
害
を
目
的
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
千
鳥
の
香
炉
を
奪
い
取
る
こ
と
の
み
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
石
川
五
右
衛
門
は
太
閤
の
寝
顔
を
つ
く
づ
く
眺
め
て
感
慨
に
ふ
け
る
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
殺
害
を
依
頼
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
が
宝
物
を
と
っ
て
戻
っ
て
く
る
と
い
う
「
忍
者
」
説
話
の
様
式
に
則
っ
て
い
る
の
こ
と
の
あ
か
し
で
あ
る
。
虚
像
か
ら
実
像
へ
｜
甲
賀
古
士
の
記
録
｜
前
節
ま
で
『
伽
婢
子
』
か
ら
『
賊
禁
秘
誠
談
』
ま
で
、「
忍
術
を
駆
使
し
て
大
事
な
も
の
を
奪
取
す
る
た
め
に
潜
入
す
る
」
と
い
う
「
忍
者
」
像
の
形
成
と
継
承
を
見
て
き
た
。
写
本
・
版
本
か
ら
「
忍
者
」
像
が
生
じ
、
さ
ら
に
伝
承
と
し
て
広
ま
る
部
分
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
忍
者
」
像
は
、
過
去
の
歴
史
と
し
て
「
忍
び
の
者
」
が
記
さ
れ
る
際
に
も
、
そ
の
内
容
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
目
的
が
あ
っ
て
、
史
実
を
創
作
し
て
い
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
客
観
的
に
「
忍
び
の
者
」
の
記
録
を
し
て
い
る
と
意
識
が
あ
る
場
合
で
も
、
実
際
に
は
文
芸
を
由
来
と
す
る
「
忍
者
」
像
か
ら
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
。
近
年
、
甲
賀
忍
者
の
歴
史
的
な
研
究
書
で
あ
る
藤
田
和
敏
『
甲
賀
忍
者
の
実
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
世
24
・
３
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
甲
賀
古
士
（
江
戸
時
代
の
甲
賀
郡
に
お
い
て
自
ら
が
忍
者
だ
と
主
張
し
た
人
々
、
と
藤
田
は
定
義
。
本
稿
も
そ
の
定
義
に
従
う
）
の
由
緒
書
を
藤
田
は
紹
介
し
、
由
緒
書
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
由
緒
の
信
憑
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
由
緒
の
内
容
が
事
実
で
あ
る
か
否
か
を
逐
一
詮
索
し
て
い
く
こ
と
は
、
あ
ま
り
有
意
義
な
作
業
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
由
緒
を
含
ん
だ
史
料
を
作
成
し
た
甲
賀
古
士
の
側
が
、
自
分
た
ち
の
功
績
を
強
調
す
る
た
め
に
、
確
信
犯
的
に
誇
張
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
内
容
の
詮
索
よ
り
も
、
由
緒
が
江
戸
時
代
の
社
会
に
と
い
て
果
た
し
た
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
う
え
で
、
「
仮
に
架
空
の
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
た
ち
の
歴
史
を
語
る
と
い
う
人
々
の
行
為
が
、
政
治
権
力
を
も
動
か
す
力
を
持
っ
て
い
た
」
こ
と
に
着
目
す
る
。
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藤
田
は
断
言
し
な
い
が
、
由
緒
書
の
多
く
に
先
祖
の
功
績
を
主
張
す
る
創
作
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
婉
曲
的
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
創
作
が
さ
き
に
述
べ
た
「
忍
者
」
像
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
島
原
の
乱
と
甲
賀
古
士
検
証
の
た
め
島
原
の
乱
に
関
し
て
、
甲
賀
古
士
が
残
し
た
記
録
を
み
て
い
く
。
『
甲
賀
忍
者
の
実
像
』
が
紹
介
す
る
、
甲
賀
古
士
の
貢
献
の
記
録
で
古
い
も
の
は
寛
文
七
年
（
一
六
七
七
）
の
「
乍
恐
以
訴
状
言
上
仕
候
」
で
あ
る
。
原
本
は
存
在
せ
ず
、
写
本
で
甲
賀
古
士
の
家
々
に
伝
存
す
る
と
い
う
。『
甲
賀
郡
誌
』
三
章
「
甲
賀
武
士
に
か
ゝ
る
資
料
」（
滋
賀
県
甲
賀
郡
教
育
会
、
大
正
15
・
６
）
が
お
さ
め
る
「
寛
文
七
年
甲
賀
古
士
訴
状
」
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う19
）
。
全
体
が
七
段
に
わ
か
れ
、
第
五
段
が
島
原
の
乱
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
島
原
へ
の
出
征
に
老
中
松
平
信
綱
に
百
余
人
が
従
軍
を
志
願
し
た
が
、
惣
代
と
し
て
十
人
の
み
従
軍
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
島
原
の
包
囲
戦
で
甲
賀
古
士
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
か
は
具
体
的
に
記
し
て
い
な
い
。
よ
り
時
代
が
下
っ
て
、
島
原
の
乱
の
軍
役
記
録
で
あ
る
「
甲
賀
衆
肥
前
切
支
丹
一
揆
軍
役
由
緒
書
案
」
が
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。「
甲
賀
衆
肥
前
切
支
丹
一
揆
軍
役
由
緒
書
案
」
は
先
の
「
乍
恐
以
訴
状
言
上
仕
候
」
に
比
べ
て
、
か
な
り
具
体
的
に
行
動
を
記
す
。『
甲
賀
郡
誌
』
三
章
「
甲
賀
武
士
に
か
ゝ
る
資
料
」
の
お
さ
め
る
「
鵜
飼
勝
山
実
記
」
が
、
藤
田
が
紹
介
す
る
「
甲
賀
衆
肥
前
切
支
丹
一
揆
軍
役
由
緒
書
案
」
と
同
じ
内
容
と
思
わ
れ
る
。
「
鵜
飼
勝
山
実
記
」
を
も
と
に
島
原
の
乱
で
と
っ
た
行
動
を
記
す
と
次
の
通
り
。
２
以
下
の
行
動
は
す
べ
て
松
平
信
綱
の
命
と
し
て
実
行
し
て
い
る
。
１
、
松
平
信
綱
に
志
願
し
て
十
人
の
従
軍
が
認
め
ら
れ
る
。
２
、「
味
方
の
仕
寄
り
か
ら
敵
城
の
堀
際
ま
で
の
距
離
・
沼
の
深
さ
・
堀
の
高
さ
・
矢
間
」
な
ど
詳
細
を
調
べ
て
絵
図
に
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
。
３
、
鍋
島
勝
茂
の
陣
の
仕
寄
か
ら
敵
陣
に
忍
び
込
み
、
兵
糧
一
俵
を
取
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
甲
賀
十
人
の
者
は
黒
田
忠
之
の
陣
の
仕
寄
か
ら
忍
び
込
み
、
海
手
の
塀
際
に
隠
し
て
あ
っ
た
兵
糧
十
三
俵
を
密
か
に
盗
み
取
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
４
、
城
内
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
声
を
調
査
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
塀
際
ま
で
寄
り
、
聞
き
取
っ
て
く
る
。
５
、
敵
の
城
内
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、
潜
入
を
命
じ
ら
れ
る
。
望
月
与
左
衛
門
・
芥
川
七
郎
兵
衛
・
夏
見
角
助
・
山
中
十
太
夫
・
伴
五
兵
衛
の
五
人
が
𨻶
を
み
て
、
塀
に
の
り
か
か
る
。
早
く
も
芥
川
と
望
月
が
塀
を
こ
え
て
城
内
に
入
る
が
、
望
月
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が
落
と
し
穴
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
。
大
勢
に
囲
ま
れ
る
が
、
突
破
し
て
逃
げ
た
。
途
中
、
旗
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
持
ち
帰
り
、
信
綱
の
賞
賛
を
得
た
。
こ
の
話
は
島
原
の
乱
を
記
し
た
軍
記
や
、
あ
る
い
は
虚
像
で
あ
る
「
忍
者
」
説
話
に
よ
く
似
て
い
る
。「
由
緒
書
案
」
５
項
に
関
し
て
は
『
明
良
洪
範
』
巻
十
七
に
似
た
話
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
同
陣
二
月
に
敵
城
に
忍
び
入
り
様
子
を
み
て
く
る
こ
と
を
松
平
信
綱
が
命
じ
る
。「
甲
賀
の
者
共
兼
て
内
願
の
筋
も
有
れ
ば
功
を
立
ん
と
思
ひ
畏
り
候
と
速
や
か
に
請
を
し
て
仲
間
の
中
よ
り
菅
川
七
郎
兵
衛
望
月
與
左
衛
門
夏
目
角
助
吉
田
五
兵
衛
烏
飼
勘
右
衛
門
五
人
の
者
暗
夜
に
紛
れ
」
て
忍
び
寄
る
。
警
護
が
固
く
入
れ
な
い
が
、
𨻶
を
み
て
、
菅
川
と
望
月
の
二
人
だ
け
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
の
う
ち
、
望
月
は
塀
裏
の
落
と
し
穴
に
は
ま
る
。
菅
川
が
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
が
で
き
な
い
う
ち
に
、
城
兵
が
気
づ
き
討
ち
取
れ
と
騒
ぐ
。
夜
な
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
、
菅
川
が
よ
う
や
く
望
月
を
ひ
き
あ
げ
、「
や
み
夜
に
紛
れ
城
内
遠
近
忍
び
廻
り
様
子
を
見
届
や
が
て
塀
を
越
し
て
場
外
へ
飛
出
け
る
。
此
両
人
は
甲
賀
忍
び
組
の
中
に
も
分
け
て
忍
び
の
名
人
也
と
か
や
」
と
偵
察
を
終
え
、
二
人
は
無
事
帰
還
す
る
。
話
の
展
開
や
人
名
な
ど
細
部
ま
で
似
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
片
方
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
享
保
六
年
作
成
の
「
甲
賀
衆
肥
前
切
支
丹
一
揆
軍
役
由
緒
書
案
」
が
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
『
明
良
洪
範
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、「
由
緒
書
案
」
に
記
さ
れ
る
前
の
甲
賀
古
士
の
伝
承
が
『
明
良
洪
範
』
の
編
者
で
あ
る
増
誉
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
甲
賀
衆
肥
前
切
支
丹
一
揆
軍
役
由
緒
書
案
」
は
全
体
的
に
物
語
め
い
て
い
る
。
兵
糧
の
強
奪
と
「
忍
者
」
像
「
由
緒
書
案
」
３
項
の
よ
う
な
兵
糧
の
強
奪
は
、
一
揆
側
か
ら
行
っ
た
記
録
が
あ
る
。『
常
山
紀
談
』
巻
十
九
の
九
「
天
草
の
一
揆
夜
討
の
事
」
に
は
、
城
内
の
兵
糧
米
が
乏
し
く
な
っ
た
の
で
、
本
田
但
馬
が
謀
を
た
て
て
、
黒
田
忠
之
の
陣
所
を
襲
撃
す
る
も
の
の
、
幕
府
軍
が
撃
退
し
た
す
る
。
寛
永
十
五
年
二
月
二
十
一
日
に
あ
っ
た
籠
城
側
の
攻
撃
が
こ
れ
に
あ
た
る20
）
。
３
項
と
『
常
山
紀
談
』
と
見
比
べ
る
と
、
攻
守
が
逆
で
あ
る
が
、
兵
糧
米
の
争
奪
を
述
べ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
黒
田
忠
之
の
陣
が
登
場
す
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、
幕
府
側
か
ら
籠
城
側
の
兵
糧
米
を
奪
う
必
要
性
は
低
い
。
兵
糧
を
奪
っ
て
も
ど
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
兵
糧
小
屋
に
火
を
か
け
る
の
が
戦
果
と
し
て
大
き
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く
て
も
俵
を
十
二
俵
も
難
な
く
持
っ
て
帰
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
、
５
項
の
よ
う
に
潜
入
に
苦
労
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
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こ
の
「
由
緒
書
案
」
３
項
は
『
常
山
紀
談
』
を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
。「
由
緒
書
案
」
に
登
場
す
る
「
忍
び
の
者
」
の
姿
は
、「
忍
術
を
駆
使
し
て
潜
入
し
大
事
な
も
の
を
と
っ
て
も
ど
っ
て
く
る
」
と
い
う
当
時
の
「
忍
者
」
像
に
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
。「
由
緒
書
案
」
は
功
績
を
誇
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
読
み
手
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
て
、
さ
す
が
は
「
忍
者
」
と
思
わ
せ
る
話
を
創
造
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
訴
状
や
由
緒
書
は
さ
ら
に
時
代
の
下
る
寛
政
期
に
も
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
藤
田
は
「
寛
政
期
の
訴
願
に
よ
っ
て
世
間
に
広
ま
っ
た
「
甲
賀
忍
者
」
像
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
社
会
の
中
で
大
き
く
展
開
す
る
」（
頁
）
と
訴
状
や
由
緒
書
が
「
甲
賀
忍
者
」
像
を
広
め
た
と
み
る
。
し
か
し
、
訴
状
や
由
緒
書
の
描
く
「
甲
賀
忍
者
」
像
そ
の
も
の
が
、
文
芸
・
演
劇
の
つ
く
っ
た
「
忍
者
」
像
に
含
ま
れ
る
部
分
が
多
く
、
文
芸
や
演
劇
の
「
忍
者
」
像
に
あ
ら
た
め
て
影
響
し
た
部
分
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、「
忍
術
を
駆
使
し
て
大
事
な
も
の
を
奪
取
す
る
た
め
に
潜
入
す
る
」
と
い
う
「
忍
者
」
像
の
形
成
と
継
承
を
見
て
き
た
。
こ
の
「
忍
者
」
像
は
数
あ
る
な
か
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
我
々
の
「
忍
者
」
像
の
ひ
と
つ
と
し
て
共
有
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
忍
び
の
者
」
と
聞
く
と
、
年
長
の
方
は
村
上
知
義
『
忍
び
の
者
』
シ
リ
ー
ズ
（
昭
和
三
十
七
〜
四
十
三
）
や
大
映
に
よ
る
市
川
雷
蔵
を
主
役
と
し
た
そ
の
映
画
作
品
を
思
い
出
す
人
が
多
い
だ
ろ
う
が
、
筆
者
に
と
っ
て
、「
忍にん
者じや
」
は
な
じ
み
が
あ
る
が
、「
忍
び
の
者
」
は
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
「
忍
び
の
者
」
と
聞
い
て
筆
者
が
最
初
に
思
い
出
し
た
の
が
Ｊ
Ｒ
Ｒ
ト
ー
ル
キ
ン
作
瀬
田
貞
二
訳
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』（
岩
波
少
年
文
庫
、
昭
和
54
）
で
あ
る
。『
指
輪
物
語
』
の
前
日
譚
で
あ
る
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』
は
、
単
純
に
い
え
ば
、
西
洋
風
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
主
人
公
の
ビ
ル
ボ
・
バ
ギ
ン
ズ
が
「
忍
び
の
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
記
憶
に
残
っ
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
登
場
人
物
に
、「
忍
者
」
を
思
わ
せ
る
呼
称
が
つ
い
た
こ
と
の
違
和
感
の
た
め
だ
ろ
う
。
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』
は
原
題
“T
h
e H
obbit,
or T
h
ere an
d
 
B
ack
 
A
gain
”
で
あ
り
、「
忍
び
の
者
」
は
原
文
で
は
“b
u
rg
la
r”
（
直
訳
す
る
と
住
居
侵
入
者
・
夜
間
の
盗
人
）
で
あ
っ
た21
）
。
ビ
ル
ボ
・
バ
ギ
ン
ズ
は
身
の
小
さ
さ
や
魔
法
の
指
輪
の
力
で
、
竜
の
穴
な
ど
か
ら
こ
っ
そ
り
宝
物
を
奪
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
一
六
年
生
ま
れ
で
東
京
大
学
国
文
学
科
卒
の
瀬
田
貞
二
が
“b
u
rg
la
r”
を
「
忍
び
の
者
」
と
、“T
h
ere a
n
d B
a
ck A
g
a
in
”
を
「
行
き
て
戻
り
し
物
語
」
と
訳
し
た
と
き
、
本
稿
で
紹
介
し
た
「
忍
者
」
説
話
と
同
じ
構
成
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
【
補
足
】
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
を
お
ぎ
な
っ
た
ほ
か
、
か
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た
か
な
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
『
賊
禁
秘
誠
談
』
に
関
し
て
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
菊
池
庸
介
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。注１
）
早
く
は
万
葉
集
九
七
〇
番
歌
「
冬
十
二
月
大
宰
帥
大
伴
卿
上
京
時
娘
子
作
歌
二
首
」
の
「
凡
有
者
お
ほ
な
ら
ば
左か
毛も
右か
毛も
将せ
為む
乎を
恐
跡
かしこみと
振ふり
痛たき
袖そで
乎を
忍
而
有
香
聞
し
の
び
て
あ
る
か
も
」（
読
み
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
）
に
用
例
が
見
え
る
。
２
）
「
改
訂
増
補
故
実
叢
書
」
12
巻
『
武
家
名
目
抄
』
第
二
（
明
治
図
書
出
版
、
平
成
５
、
・
頁
）。
３
）
奥
瀬
平
七
郎
『
忍
術
｜
そ
の
歴
史
と
忍
者
』（
人
物
往
来
社
、
昭
和
38
）。
４
）
本
稿
に
お
け
る
『
常
山
紀
談
』
の
引
用
は
菊
池
真
一
編
『
常
山
紀
談
本
文
編
』（
和
泉
書
院
、
平
成
４
）
を
参
照
し
た
。
５
）
本
文
は
近
藤
瓶
城
編
「
改
定
史
籍
集
覧
」
第
六
冊
所
収
『
浅
井
三
代
記
』
よ
り
引
用
。
６
）
本
稿
に
お
け
る
『
北
条
五
代
記
』
の
引
用
は
近
藤
瓶
城
編
「
改
定
史
籍
集
覧
」
第
五
冊
所
収
『
北
条
五
代
記
』（
万
治
版
刊
本
を
底
本
と
す
る
）
に
よ
る
。
７
）
黄
昭
淵
「『
伽
婢
子
』
と
叢
書
｜
『
五
朝
小
説
』
を
中
心
に
｜
』
（「
近
世
文
芸
」
67
号
、
平
成
10
）。
８
）
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
75
『
伽
婢
子
』（
松
田
修
・
渡
辺
守
邦
・
花
田
富
二
夫
校
注
、
岩
波
書
店
、
平
成
13
）
の
脚
注
。
渡
辺
守
邦
「『
五
朝
小
説
』
と
『
伽
婢
子
』（
二
）」（「
実
践
国
文
学
」
71
号
、
平
成
19
）
に
「
崑
崙
奴
」、
渡
辺
守
邦
「『
五
朝
小
説
』
と
『
伽
婢
子
』
（
三
）」（「
実
践
国
文
学
」
72
号
、
平
成
19
）
に
「
田
膨
郎
」
の
引
用
と
読
み
下
し
が
あ
る
。
９
）
夙
に
水
谷
不
倒
『
選
択
古
書
解
題
』（
昭
和
12
）
が
指
摘
。『
都
賀
庭
鐘
・
伊
丹
椿
園
集
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
13
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
10
）
川
端
康
成
の
「
崑
崙
奴
」
の
翻
訳
は
『
支
那
文
学
大
観
』
八
巻
「
唐
代
小
説
」（
支
那
文
学
大
観
刊
行
会
、
大
正
15
）
が
初
出
。
川
端
康
成
は
「
剣
侠
類
」
に
「
崑
崙
奴
」
を
含
む
六
編
を
翻
訳
。
11
）
注
８
）の
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伽
婢
子
』
頁
。
12
）
「
此
以
後
の
軍ぐん
法ぽう
の
方
便
て
だ
て
、
武ぶ
士し
の
正しやう
道どう
に
て
勝かつ
事
得
る
と
も
御
内
に
忍しの
び
の
も
の
あ
り
て
、
世
と
は
各かく
別べつ
の
表へ
裏うり
と
、
此
さ
た
せ
ら
れ
て
は
、
高
名
かうみやう
の
御
家いへ
わ
づ
か
の
事
に
す
た
る
な
れ
ば
、
こ
の
者
ど
も
残
ら
ず
御
い
と
ま
」
と
家
老
は
述
べ
る
。
対
訳
西
鶴
全
集
９
『
新
可
笑
記
』（
井
原
西
鶴
著
、
麻
生
磯
次
・
冨
士
昭
雄
訳
注
、
明
治
書
院
、
昭
和
59
）
よ
り
引
用
。
13
）
『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
成
立
に
関
し
て
、
細
谷
敦
仁
「
実
録
『
賊
禁
秘
誠
談
』
と
黄
表
紙
『
石
川
村
五
右
衛
門
物
語
」（「
学
芸
国
語
国
文
学
」
26
、
平
成
６
）
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
は
成
立
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
菊
池
庸
介
『
近
世
実
録
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
20
）
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊
行
の
『
市
井
雑
談
集
』
と
『
賊
禁
秘
誠
談
』
を
比
較
し
て
、『
賊
禁
秘
誠
談
』
が
宝
暦
十
一
年
よ
り
前
の
成
立
と
み
な
す
（
・
頁
）。
菊
池
庸
介
氏
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、『
賊
禁
秘
誠
談
』
に
寛
文
頃
の
年
記
を
も
つ
序
文
を
そ
な
え
る
本
が
あ
っ
て
も
、
寛
文
頃
は
娯
楽
的
な
要
素
の
強
い
話
の
複
雑
化
し
た
実
録
は
出
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
は
享
保
以
降
の
作
成
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
教
示
を
う
け
た
。
な
お
、
享
保
は
ま
だ
少
し
早
い
感
じ
が
あ
る
と
の
こ
と
。
本
稿
で
も
『
賊
禁
秘
誠
談
』
を
享
保
か
ら
宝
暦
の
間
の
成
立
と
み
な
し
て
論
を
進
め
る
。
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14
）
松
本
浩
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛
門
』（
貞
享
頃
初
演
）、
井
原
西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』
二
の
一
（
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
）、
近
松
門
左
衛
門
『
傾
城
吉
岡
染
』（
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
初
演
な
ど
。
15
）
『
賊
禁
秘
誠
談
』
の
諸
本
や
系
統
は
、
注
13
）前
掲
の
菊
池
庸
介
『
近
世
実
録
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
第
四
節
「
末
期
的
成
長
｜
「
石
川
五
右
衛
門
物
」
を
例
に
｜
」
に
詳
し
い
。
翻
刻
は
同
書
第
二
部
翻
刻
編
に
あ
る
。
16
）
菊
池
真
一
・
西
丸
佳
子
編
『
武
者
物
語
・
武
者
物
語
之
抄
・
新
武
者
物
語
本
文
と
索
引
』（
和
泉
書
院
、
平
成
６
）
を
参
照
し
た
。
17
）
『
元
禎
筆
記
』
は
森
銑
三
校
訂
湯
浅
常
山
著
『
常
山
紀
談
』
下
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
19
）
に
収
録
。
18
）
『
明
良
洪
範
』（
国
書
刊
行
会
、
明
治
45
）
が
刊
本
の
最
初
で
、
筆
者
も
こ
れ
を
参
照
し
た
。
19
）
『
甲
賀
郡
誌
』
滋
賀
県
甲
賀
郡
教
育
会
、
大
正
15
、
〜
頁
）。
20
）
小
野
景
湛
『
綿
考
輯
録
』（
写
本
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
成
。
出
水
神
社
編
「
出
水
叢
書
」
汲
古
書
院
、
平
成
元
・
二
。
に
収
録
）
が
一
揆
側
捕
虜
が
飢
え
死
よ
り
も
打
っ
て
出
る
こ
と
に
し
た
と
松
平
信
綱
に
述
べ
た
と
記
す
。
21
）
J
.R
.R
,T
o
lk
ien
.T
h
e H
obbit,
or T
h
ere an
d B
ack A
gain
..
L
o
n
d
o
n
.1937.
筆
者
は
１
９
８
２
年
刊
行
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
ブ
ッ
ク
ス
版
を
閲
覧
。
121 近世における「忍者」の成立と系譜
